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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2027年３月期第１四半期 2,532 18.1 201 △36.0 205 △30.4 91 △49.7

2026年３月期第１四半期 2,143 △1.2 314 △10.1 294 △15.9 181 △18.8

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 91百万円（△49.6％） 2026年３月期第１四半期 181百万円（△18.5％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭
2027年３月期第１四半期 14.60 14.55

2026年３月期第１四半期 29.42 29.30

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％
2027年３月期第１四半期 7,411 6,151 82.4

2026年３月期 7,781 6,308 80.5

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 6,104百万円 2026年３月期 6,261百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2026年３月期 － 35.00 － 40.00 75.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） 40.00 － 45.00 85.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 5,310 12.6 545 △19.5 545 △17.0 340 △18.3 54.50

通期 11,500 15.3 1,460 13.6 1,460 15.0 935 16.9 149.60

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 6,714,777株 2026年３月期 6,713,177株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 463,314株 2026年３月期 463,314株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 6,251,129株 2026年３月期１Ｑ 6,170,905株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項については、添付資料Ｐ.４ 「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、市場予想を上回って景況感が改善し、大企業製造業や大企業

非製造業が高水準を示す結果となり、景気は緩やかな回復基調を維持しております。電子や電気関連の製造業の改

善が目立ち、特にＡＩや半導体関連の需要が堅調さを後押ししております。しかしながら、長期化している中東情

勢の緊張と原油価格の上昇が影を落としつつあり、人手不足の継続や物価高による需要の下押しの悪化要因は継続

しており、先行きの市場は悪化との見通しで不透明感を孕んでおります。

　また、当社グループ全体の事業領域である人材ビジネス市場の状況は、2026年5月の完全失業率（季節調整値）

は2.5％（前年同月2.5％、前月2.5％）、有効求人倍率（季節調整値）は1.17倍（前年同月1.24倍、前月1.18

倍）、新規求人倍率（季節調整値）は2.11倍（前年同月2.14倍、前月2.11倍）の国内雇用状況であり全体としては

堅調に推移しておりますが、電子電気関連の製造業が新規求人数を押し上げており、石油化学関連の製造業や金

融、小売、娯楽を含めたサービス業全般の新規求人数は下降傾向にあります。

　当社グループの主要な事業である「ＨＲソリューション事業　人材派遣・受託」が主にサービス提供を行ってい

るゲーム業界においては、2025年の国内家庭用ゲームのハード・ソフト市場は、ハードは2,826.9億円で前年対比

149.3％、ソフトは1,354.4億円で前年対比121.0％、ハード・ソフト合計では4,181.3億円と前年対比138.8％（出

典：ファミ通ゲームソフト・ハード売上ランキング　2025年年報）であり、前年度から反転し増加傾向を示してお

ります。一方で、2025年の世界のモバイルゲーム市場規模は12兆6,001億円で前年比101.4％ 、日本の市場規模は1

兆6,634億円で前年比96.2％（出典：ファミ通モバイルゲーム白書2026）となっております。国内家庭用ゲーム市

場はプラットフォーマーの寡占化が進むも、主要パブリッシャー各社がＩＰ主導の独立路線を維持しつつ多くが増

収増益を果たし、市場拡大を続けております。反面、モバイルゲーム市場は主要パブリッシャー各社が既存タイト

ルの成熟により減速基調となっており、市場全体としても同様の傾向が続いております。

　このような環境の中、当第１四半期連結累計期間の当社グループは、前連結会計年度のＭ＆Ａを活用した新規領

域への参入や、エンターテインメント周辺領域の新規開拓により、グループ全体の売上高は前年同期比で増収とな

りました。一方で利益面につきましては、主力の既存事業であるゲーム会社向け人材派遣等において、モバイルゲ

ーム市場の減速基調の影響を強く受けました。新規取引先の開拓に注力したものの、前連結会計年度来の既存取引

先における需要の落ち込みやクリエイター配属数の減少を回復させるまでには至りませんでした。

　その結果、前連結会計年度における新規連結子会社の収益貢献はあったものの、既存事業における収益性の低下

により増収減益となりました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高2,532,513千円（前年同期比18.1％増）、営業利益

201,264千円（前年同期比36.0％減）、経常利益205,102千円（前年同期比30.4％減）、親会社株主に帰属する四半

期純利益91,289千円（前年同期比49.7％減）となりました。

　報告セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を一部変更しており、以下の前年同期比較につい

ては、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較分析しております。

＜ＨＲソリューション事業　人材派遣・受託＞

　主要な事業である「ＨＲソリューション事業　人材派遣・受託」におきましては、主力のゲーム会社向け人材派

遣サービス、並びにゲーム会社を中心とした顧客からの受託サービスを展開しております。中長期的には成長が見

込まれているゲーム市場に対して、安定的な事業の継続拡大を企図して、ゲーム業界の大手並びに中堅企業への網

羅的な求人獲得活動の継続、ゲーム業界志望者に対する効率的なマーケティング活動の実施、業界向けイベント開

催を通した当社認知度の向上等に取り組んでおります。

　人材派遣サービスにおいては、ゲームソフト・アプリケーション市場、特にモバイルを中心としたソーシャルゲ

ームにおいて開発費の高騰や開発期間の長期化、海外企業の日本市場での台頭等から、特にモバイルゲーム市場に

おいて多くの国内デベロッパー各社が継続して苦戦を強いられております。

　このような市場全体の厳しい状況に対し、当社グループは売上基盤の拡大に向けた施策を積極的に推進いたしま

した。具体的には、ゲーム及びエンターテインメントの周辺領域へのアプローチ強化や、取り扱う契約形態の多様

化観点から株式会社コンフィデンス・プロを中心としたフリーランスマッチング市場の拡大を進めました。また、

前連結会計年度に連結子会社としたクリエイター専門の人材サービスを展開する株式会社レッツアイ、テレビ番組

制作業界において人材サービスや業務受託を展開する株式会社ＢＲＡＩＳＥ並びに株式会社ジーズ・コーポレーシ

ョンが当連結会計年度から期首より貢献を果たす事となり、セグメント全体では増収となりました。

　一方で、利益面におきましては、顧客企業の業績軟調の影響を受け、既存の主力事業であるゲーム業界向け人材

派遣においてクリエイター配属数が前連結会計年度において減少した状態からのスタートの厳しい状況となりまし
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た。この減少を反転増加させるため、新規取引先の開拓に加え、既存取引先の部署別・タイトル別開拓を行うこと

により、受注案件数の拡大に注力いたしました。また、クリエイターの採用市場においても、採用媒体の選定や採

用広告の出稿配分を最適化するとともに、自社の求人メディアを開設して求職者の応募チャネルの増加を図るな

ど、ゲーム会社からの需要に応えられる体制強化に努めました。しかしながら、これらの各種施策による効果をも

ってしても、既存事業における配属数をリカバリーするには至りませんでした。また、取引先からの要求人材の高

度化等により集客単価は増加傾向にあります。同事業単体での業績が軟調に推移したことがセグメント全体の利益

を押し下げ、減益となりました。

　なお、受託サービスにおいては、主に守秘性の高いゲームタイトルのデバッグ業務を受託するため新宿区に専用

オフィスを設置して展開しておりますが、現在稼働中の案件は安定的に推移しており、人材派遣事業との連携を図

りつつ新規案件のリード獲得数増加に努めております。

　これらの結果、当セグメントの業績は、売上高1,881,440千円（前年同期比35.4％増）、セグメント利益275,027

千円（前年同期比6.5％減）となりました。

＜ＨＲソリューション事業　人材紹介＞

　「ＨＲソリューション事業　人材紹介」におきましては、メーカー・建設・不動産・エネルギー・ＩＴ・ゲー

ム・エンタメ等の業界を中心とした顧客企業に対して、アッパーミドル層を中心とした高いプロフェッショナル性

を持つ求職者を紹介する職業紹介サービスを展開しております。また、受託・その他のサービスとして、長年にわ

たり積み重ねたノウハウとＨＲＴｅｃｈを活用した採用アウトソーシングコンサルティングにより、企業の採用課

題の解決を支援するサービス等を展開しております。

　「ＨＲソリューション事業　人材紹介」の市場において、構造的な労働力不足を背景に、国内企業における人材

ニーズは各業界共通して高水準が維持されている反面、賃上げなどによる待遇改善が進んでいることから転職市場

における人材の流動性が鈍化しておりますが、他方で、雇用人員判断では全規模並びに全産業での不足超幅が拡大

を示しており、中長期的な市場の活性化が見込まれております。この市場動向に対して、採用ニーズの高い既存取

引企業向けの専任アカウンティングチームを編成、中小企業を中心とした新規企業の開拓に継続して努めており、

ＡＩも活用し一人の登録人材に対する提案求人数を拡大し生産性の向上を図っております。業界別の対応として、

過年度に子会社化した株式会社プロタゴニストが注力するＡＩ・Ｗｅｂ３・ディープテック領域の転職需要の拡大

に伴い黒字化を継続し、堅調な事業展開を進めております。しかしながら、前連結会計年度下半期の成約が軟調に

推移したことに加え、前年同期でのコンサルタント数の減少の影響で成約件数の拡大までは至っておりません。ま

た、採用支援サービス（アウトソーシングコンサルティング等）におきましては、業務シェアリング等を通じた体

制強化に努めたものの、受注が想定を下回ったことから、同サービス単体としての業績が下降し、セグメント全体

として減収減益となりました。

　これらの結果、当セグメントの業績は、売上高369,435千円（前年同期比16.9％減）、セグメント利益99,055千

円（前年同期比31.6％減）となりました。

＜メディア＆ソリューション事業＞

　「メディア＆ソリューション事業」におきましては、製造業界・工場に特化した求人メディア「工場ワークス」

を運営しております。

　「メディア＆ソリューション事業」の主な市場において、大企業製造業での景況感は改善が進んだものの、長期

化している中東情勢の影響は大きく先行きは悪化であるものの中長期的には横ばいの見込であり、雇用人員判断で

全規模並びに全産業での不足超幅が拡大を示すとおり、人材の獲得が困難な状況が継続しております。

　メディアサービスにおいては、「応募者対応」への組織的な拡充強化に努めました。具体的には、希望条件に沿

った求人案内から面接対策、書類作成支援に至るまでの一貫したサポートを展開しております。また、ＳＮＳを活

用した集客プロモーションやコミュニケーションツールを導入し、求職者との接点拡大とＬＴＶ（顧客生涯価値）

の向上を図りました。さらに、多様化する集客チャネルの中から、費用対効果の高いものを厳選し、緻密な広告費

の配分を行う等の施策を継続いたしました。

　しかしながら、当該事業の主要顧客群は自動車生産に携わる企業が多く、長期化している中東情勢の影響が業界

動向に影を落とし、当社需要にも悪影響を及ぼす結果となったことから、減収減益となりました。

　これらの結果、当セグメントの業績は、売上高289,855千円（前年同期比7.0％減）、セグメント利益87,825千円

（前年同期比24.3％減）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて369,836千円減少し、7,411,811千円となり

ました。これは主に、業績、配当金の支払、納税等を反映した結果の、現金及び預金の減少218,699千円、売掛金

の減少51,693千円、及びのれんの減少41,809千円等によるものであります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて212,972千円減少し、1,260,370千円となりま

した。これは主に、未払法人税等の減少328,862千円、未払消費税等の増加57,969千円等によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて156,864千円減少し、6,151,441千円となり

ました。これは主に、業績、配当金の支払等を加味した利益剰余金の減少158,705千円等によるものであります。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の80.5％から82.4％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2027年３月期の連結業績予想につきましては、2026年５月13日の「2026年３月期決算短信」で公表いたしました

通期の連結業績予想に変更はありません。

　なお、業績見通しは、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実

際の業績等は様々な要因等により大きく異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2026年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2026年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,395,861 4,177,161

売掛金 1,078,140 1,026,446

前払費用 101,027 93,247

未収入金 34,396 692

その他 25,144 38,839

貸倒引当金 △18,613 △32,722

流動資産合計 5,615,956 5,303,665

固定資産

有形固定資産

建物 99,445 121,771

減価償却累計額 △47,869 △48,400

建物（純額） 51,575 73,371

工具、器具及び備品 149,348 152,317

減価償却累計額 △114,886 △117,199

工具、器具及び備品（純額） 34,461 35,118

その他 24,199 24,199

減価償却累計額 △23,924 △24,007

その他（純額） 275 192

有形固定資産合計 86,313 108,682

無形固定資産

ソフトウエア 41,635 30,876

のれん 1,574,015 1,532,206

無形固定資産合計 1,615,651 1,563,083

投資その他の資産

投資有価証券 15,000 15,000

繰延税金資産 127,411 104,287

差入保証金 230,899 231,589

その他 95,080 90,167

貸倒引当金 △4,664 △4,664

投資その他の資産合計 463,727 436,380

固定資産合計 2,165,691 2,108,146

資産合計 7,781,648 7,411,811

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2026年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2026年６月30日）

負債の部

流動負債

買掛金 194,863 171,550

未払金 124,387 122,094

未払費用 446,380 425,479

未払法人税等 395,385 66,523

未払消費税等 123,376 181,345

預り金 32,033 73,391

契約負債 2,670 18,351

返金負債 3,790 3,377

賞与引当金 138,696 186,220

その他 49 －

流動負債合計 1,461,633 1,248,334

固定負債

退職給付に係る負債 11,710 12,036

固定負債合計 11,710 12,036

負債合計 1,473,343 1,260,370

純資産の部

株主資本

資本金 535,922 536,786

資本剰余金 3,910,573 3,911,437

利益剰余金 2,556,741 2,398,036

自己株式 △741,657 △741,657

株主資本合計 6,261,579 6,104,602

新株予約権 45,395 45,395

非支配株主持分 1,330 1,443

純資産合計 6,308,305 6,151,441

負債純資産合計 7,781,648 7,411,811
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年６月30日)

売上高 2,143,955 2,532,513

売上原価 1,085,337 1,452,176

売上総利益 1,058,617 1,080,336

販売費及び一般管理費 744,027 879,072

営業利益 314,590 201,264

営業外収益

受取利息及び配当金 160 3,487

受取家賃 54 －

その他 285 366

営業外収益合計 501 3,853

営業外費用

支払利息 85 －

支払手数料 20,392 4

その他 － 10

営業外費用合計 20,478 15

経常利益 294,613 205,102

特別損失

固定資産除却損 － 1,041

事務所移転費用 － 29,175

特別損失合計 － 30,217

税金等調整前四半期純利益 294,613 174,885

法人税、住民税及び事業税 120,996 60,359

法人税等調整額 △7,913 23,123

法人税等合計 113,083 83,483

四半期純利益 181,529 91,402

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 112

親会社株主に帰属する四半期純利益 181,529 91,289

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年６月30日)

四半期純利益 181,529 91,402

その他の包括利益

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 181,529 91,402

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 181,529 91,289

非支配株主に係る四半期包括利益 － 112

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

減価償却費 19,185千円 16,112千円

のれんの償却額 48,683千円 56,809千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

HRソリューショ

ン事業

人材派遣・受託

HRソリューショ

ン事業

人材紹介

メディア＆

ソリューション

事業

計

売上高

人材派遣 1,330,090 － － 1,330,090 － 1,330,090

職業紹介 1,684 361,982 1,432 365,100 － 365,100

求人広告 － － 310,320 310,320 － 310,320

受託・その他 55,887 82,557 － 138,444 － 138,444

顧客との契約から生じる

収益
1,387,661 444,539 311,753 2,143,955 － 2,143,955

外部顧客への売上高 1,387,661 444,539 311,753 2,143,955 － 2,143,955

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,829 － － 1,829 △1,829 －

計 1,389,491 444,539 311,753 2,145,784 △1,829 2,143,955

セグメント利益 294,127 144,768 116,009 554,905 △240,314 314,590

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）　１．セグメント利益の調整額△240,314千円には、のれんの償却額16,498千円、各報告セグメントに配分され

ていない全社費用及びセグメント間取引消去223,816千円が含まれております。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとののれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　「HRソリューション事業　人材派遣・受託」セグメントにおいて、株式会社レッツアイの全株式を取

得し、同社を連結子会社化しております。

　なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第１四半期連結累計期間においては、148,771千円であ

ります。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

HRソリューショ

ン事業

人材派遣・受託

HRソリューショ

ン事業

人材紹介

メディア＆

ソリューション

事業

計

売上高

人材派遣 1,580,356 － － 1,580,356 － 1,580,356

職業紹介 21,003 308,406 594 330,004 － 330,004

求人広告 － － 289,260 289,260 － 289,260

受託・その他 271,862 61,029 － 332,891 － 332,891

顧客との契約から生じる

収益
1,873,222 369,435 289,855 2,532,513 － 2,532,513

外部顧客への売上高 1,873,222 369,435 289,855 2,532,513 － 2,532,513

セグメント間の内部売上高

又は振替高
8,218 － － 8,218 △8,218 －

計 1,881,440 369,435 289,855 2,540,731 △8,218 2,532,513

セグメント利益 275,027 99,055 87,825 461,908 △260,643 201,264

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2026年４月１日　至　2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）　１．セグメント利益の調整額△260,643千円には、のれんの償却額16,498千円、各報告セグメントに配分され

ていない全社費用及びセグメント間取引消去244,145千円が含まれております。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社は、2025年12月16日付「会社分割によるグループ組織再編準備開始及び子会社（分割準備会社）

の設立に関するお知らせ」及び2026年５月20日付「会社分割によるグループ組織再編に伴う吸収分割契

約締結及び定款の一部変更（事業目的等の一部変更）に関するお知らせ」において公表したグループ組

織再編に伴い、本グループ再編後の組織体制と開示セグメント区分を一致させるため、当第１四半期連

結会計期間より、採用支援事業に係るセグメント区分を「メディア＆ソリューション事業」から「HRソ

リューション事業　人材紹介」へ変更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分に基

づき作成したものを開示しております。

３．報告セグメントごとののれん等に関する情報

　重要性がないため記載を省略しております。
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